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8．AP・PCR・SSCP法による肝細胞癌の遺伝子異常

　の検討
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　手術および剖検により得た小肝細胞癌（small　HCC）

10例と進行肝細胞癌（adv　HCC）10例を対象とした．

　LAP－PCR－SSCP法によりDNA欠失を疑った領域

から計ll個のLOHを検出した．また癌部特異的塩

基欠損と置換を見いだした．

　小肝癌（＜3cm）10例中2例において，　primer　l　8を

用いたAP－PCR－SSCP法により検出したDNA断片

を，AP－PCR－SSCP法によるDNA解析を行うと共

に，癌特異的異常バンドの解析を行った．Gene

Bridge　4　Radiation　Hybrid　panelを用いてこのクーロン

の染色体における局在部位を決定した．Primer　l　8を

用いたAP－PCR－SSCP法によるバンドの変化と，癌特

異的遺伝子増幅を検出した．AP－PCR－SSCPの電気泳

動ゲルをみるとsmall　HCCの1症例では正常部位で

2本のバンド（A，B）がみられるが，癌部ではこれら

のバンドが欠損し，新たなバンド（C）が観察された．

同様にadv　HCC症例TaにおいてもバンドBの欠損

と新たなバンドCの出現が観察された．このAP－

PCR－SSCP産物の塩基配列は新たな癌抑制遺伝子の一

部である可能性を示唆している．

　今回，このDNA断片を93個のGene　Bridge　4　Ra－

diation　Hybrid　panelによって解析して，　chr　9q21部位

に新たなるSTSマーカーとして同定した．

　2．RLGS法によって，肝臓癌と担癌肝より抽出し

たDNAをRLGS法によって解析し，肝臓癌で多数の

陽性spotを検出し，新しい塩基配列を検出した．こ

れらを用いて，γ線放出核種標識癌遺伝子による遺伝

子診断に関する検討を行いたい．

9．リンパ管シンチグラフィが術後リンパ棲の診断

　に有用であった1例
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　症例は48歳男性．左骨盤腔の軟骨肉腫の手術後，

ドレーンよりリンパ液様の滲出液の流出が続いた．

CT，　MRIでは術後膿瘍が考えられたが，滲出液の性

状からリンパ漏が疑われたため，リンパ管シンチグ

ラフィが施行された．術創部にpoolingがみられたた

め術後リンパ漏と診断された．創部の再手術にて肉

眼的にリンパ漏が確認され，リンパ管の結紮術が施

行された．その後ドレーンからの漏出液は消失し

た．以上，リンパ管シンチグラフィが術後リンパ痩

の診断に有用であり，治療に寄与した1例を報告し
た．

10．正常ボランティアでのi33Xe　dynamic　SPECTの

　　検討
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　正常ボランティア10名（喫煙者は男性4名，非喫

煙者は男性4名，女性2名），年齢21～23歳（平均

22歳）に対してi3i　Xe　dynamic　SPECTを行った．呼吸

機能（FEV1．。m，％VC）の平均値はそれぞれ喫煙者92．6，

90．6，非喫煙者1005，93．9．i31　Xeガス（370　MBq）は

bolus吸入し，吸入時planarおよび平衡時SPECTを

撮像した後，洗い出し相のSPECTを1分毎6分まで

撮像した．使用装置はPrism　2000．　SPECTの上，

中，下肺野の任意時間内のTin，　MTTが各スライス

に占める割合を求め検討した．喫煙者では非喫煙者

に比べ，T1／2，　MTTの延長が認められた．全例で中

葉，舌区の前胸壁よりのTin，　MTTは延長する傾向が

みられた．喫煙者，非喫煙者での差があり，喫煙に

よる呼吸機能への影響が示唆された．
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